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爬虫類（本土部）


【記号凡例】


　[EX]絶滅　　[EW]野生絶滅　　[CR]絶滅危惧ⅠA類　　[EN]絶滅危惧ⅠB類　　[CR+EN]絶滅危惧Ⅰ類 　[VU]絶滅危惧Ⅱ類　　


　[NT]準絶滅危惧　　[DD]情報不足　　[ * ]留意種　　[○]ランク外　　[－]データ無し　　[ ・ ]非分布


環境省


区部 北多摩 南多摩 西多摩 ランク


カメ目 TESTUDINES


イシガメ科 Geoemydidae


ニホンイシガメ Mauremys japonica CR CR CR CR NT 1


クサガメ Chinemys reevesii DD DD DD DD 1


スッポン科 Trionychidae


ニホンスッポン Pelodiscus sinensis japonicus CR+EN CR+EN CR+EN CR+EN DD 1


トカゲ目 SQUAMATA


ヤモリ科 Gekkonidae


ニホンヤモリ Gekko japonicus VU *1 *1 *1


トカゲ科 Scincidae


ニホントカゲ Plestiodon japonicus CR+EN VU VU NT


カナヘビ科 Lacertidae


ニホンカナヘビ Takydromus tachydromoides VU VU NT NT


ナミヘビ科 Colubridae


ジムグリ Euprepiophis conspicillatus CR CR VU NT


タカチホヘビ Achalinus spinalis DD － VU NT


アオダイショウ Elaphe climacophora NT NT NT NT


シマヘビ Elaphe quadrivirgata CR VU NT NT


ヒバカリ Amphiesma vibakari vibakari VU VU NT NT


シロマダラ Dinodon orientale CR+EN DD VU NT


ヤマカガシ Rhabdophis tigrinus tigrinus CR VU VU VU


クサリヘビ科 Viperidae


ニホンマムシ Gloydius blomhoffii CR CR CR+EN EN


【備考】


1：放流された移入個体も生息しているが、ここでは在来個体群のみを評価対象とした。


【留意種とした理由】


和名


南多摩


西多摩


留意種とした理由


*1 ニホンヤモリ


北多摩
急速に都市化が進んでおり、すみかとなる古い家屋などに変化が生じるなどし
て、本種の生息環境が悪化する可能性があるため。


地域区分


環境省版レッドリスト（絶滅のおそれのある野生生物の種のリスト）（2006年改訂）（報道発表資料）に準じて、亜種名を表記した。


種名と配列は、日本爬虫両棲類学会による日本産爬虫両生類標準和名（2009年12月6日改訂案）に従った。ただしニホンスッポンについては、


和名 学名
東京都ランク


備考
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4．爬虫類 


 


【選定・評価方法の概要】 


 東京都産（本土部）の爬虫類は外来種を除き 14種であり、その内訳はカメ類 3種、トカ


ゲ類 3種、ヘビ類 8種の合計 14種である。検討対象種はこれら 14種全てとした。 


絶滅のおそれの評価は、基本的に定性的要件を用いた。東京都産の爬虫類に関しては、


分布、生息状況に関する客観的データが極めて少なかったため、他の専門研究者の助言を


受けて評価作業を行った。 


 


【選定・評価結果の概要】 


評価作業の結果、全 14種が本レッドリストの掲載種に選定された。クサガメについては、


最新の研究により国内の個体群は古い時代の移入種の可能性が非常に高いことが示唆され


ているが、現時点では判断が困難である。そのため、今回は「情報不足」（DD）とした。 


 ニホンイシガメについては、以前からのペット用販売状況などを考慮すると、多くが放


逐個体であると考えられる。しかし、分布域を全て細かく調査することが難しく、在来個


体との見分けが極めて困難であるのが現状である。環境保全の観点からいえば、累代的繁


殖地域などが発見された場合はその個体群の由来に関係なく、その周辺も含めた環境が高


く評価されなくてはならない。このようにニホンイシガメに関しては総合的な判断から評


価した。 


 ニホンヤモリは、以前は区部で最も多く広範囲に生息していた種で、シナントロープ*の


代表ともいえる生物であったが、区部では明らかに分布域と個体数に減少傾向が見られる。


理由の 1 つに建築物の構造が大きく変化し、古い人家などがなくなったことが容易に想像


がつく。その他には主なエサとなる昆虫類の種数や個体数の変化や減少が考えられる。ニ


ホンヤモリは同じシナントロープのアオダイショウ（幼蛇）のエサとなることが知られて


いるので、区部のアオダイショウの変化とも関係していると考えられる。また以前には分


布していなかったとされる南多摩地域、西多摩地域でも度々観察されており、明らかに分


布を広げている。ニホンヤモリを捕食する可能性があるシロマダラなどのヘビ類の個体数


や分布に変化が出るか留意する必要がある。そのため、ニホンヤモリを留意種としてとり


あげた。 


 ニホンカナヘビとニホントカゲに関しては 2 種間で生息環境の違いが知られているが、


区部をはじめ多くの地域でニホンカナヘビが好む、陽当たりの良い草原が著しく少なくな


り、かつてはどこにでも普通に生息していたニホンカナヘビも、一般的に考えられている


ほど個体数は多くないと考えられる。それは陽当たりの良い草原と隣接した石垣やガレキ


場、それらをふくむ斜面などを好むニホントカゲにも言えることである。 


 ヘビ類については、区部で生息環境の悪化が見られ、特にタカチホヘビなど極めて乾燥


に弱い種は特殊性を持った一部の地域を除いて、その生息状況はほぼ壊滅的と考えられる。
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その他の地域でもシマヘビ、ヤマカガシなど以前は普通に見られた種も著しく減少し、と


くにヤマカガシの減少には注目すべきである。その 1 つの原因として考えられるのは、水


田の急速な減少であるように思える。 


 またマムシに関しては、以前は区部でも確かな目撃例があったが、現在ではほぼ無くな


っている。生息密度が高いといわれていた南多摩地域、西多摩地域でも、一般的に考えら


れているほど個体数が多かったとは思えない。近県の似たような生息環境と比較しても明


らかに少なく思える。一因に、マムシは水辺を好む種であるために、水辺（水田）の減少


が関係しているのかもしれない。 


 この生物群は東京都（本土部）では、その多くの種が極めて深刻な状況であると考える。 


 爬虫類はイノシシを主とした雑食性の大型哺乳類の増加により直接的または間接的なダ


メージを受けやすく、短期間で個体数を激減させる可能性がある。イノシシの他には外来


種のアライグマも被害を与えると考えられる。 


 また、スッポンではシナスッポンとの交雑が、ニホンイシガメ、クサガメでは、お互い


は無論、特にアジア産淡水ガメとの交雑が容易に行われるため注意を要する。 


 


* シナントロープ Synanthrope 「人とともに」といった意味の造語で、人間の住居や生活環境を巧みに利用し、


繁栄し、利益を得ている生物のことを指す。代表的な生き物として、スズメ、ツバメ、一部のゴキブリの仲間、ク


マネズミ、ドブネズミなどがある。 


（長坂 拓也） 


 





